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平成１９年度、野市小学校で

は、５年３組のみなさんが総合

学習で「地球防えいレンジャー」

として、空き缶を回収し、車椅子

を購入する活動とゴミを拾って

町をきれいにする活動に取り組

んできました。 

 

 

 

 

空き缶は約９００ｋｇも集まり、

その一部を、高知県の自然を守

るために役立ててほしいと「緑の

募金」に寄付することとなり、３月

１７日、レンジャー代表２名の手

から当会の小松専務理事に贈

呈いただきました。ありがとうござ

いました。大切に活用させてい

ただきます。 

→配達時に、楽しく遊ぶための 
安全な遊び方の説明をしています 

このプロジェクトは、３ヶ

月間のローテーションで
木のおもちゃを貸し出す

事業。平成17年度に第１

次募集をしたところ、44
園からの応募がありまし

た。この８月でようやく最

後の園への貸し出しが完
了します。近々第２期の新

規募集を予定しています。 

［声］木のおもちゃ全体に温かいぬ

くもりを感じてよかった。 

［声］大人が考えつかない遊

びをする子がいた。 

［声］木の家で子どもが想像力豊かに｢お

家ごっこ｣をして楽しんでいた。 

［声］においをかいで｢木はいいにお

いや｣とニッコリ笑っていた。 

［声］お家･･･５、６人で入ってイメージを

ふくらませ｢ごっこ遊び｣を楽しんで

いた。窓があったので窓から顔を出し

ておしゃべりも楽しんでいた。 

［声］年少さんは、玉を転がすことを楽しむ。転がる勢いと音

の大きさに興奮する。 

   年長さんは、木の玉プールの中に入り、寝転がって木の

玉の感触を味わったり、体が揺れる感覚を楽しんでいた。 

［声］ドミノ･･･ドミノにするより上へ上へ

積んでいくことを楽しみ、自分達の背

より高く積み上げていた。 

［声］木をほほにあてたり。においをかいでみたり、体に触れて

楽しむ事もできていて、子ども達によい経験になった。 

貸し出しをした幼稚園や保育園からたくさんの［声］を

いただいていますので一部ご紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２日(日)、高岡郡越知町「横倉山自然の森博

物館」と共催で、同館の開館１０周年記念行事を行

いました。午前中は、安井副館長や横倉山協議会

の山地さんのご案内で、世界的な建築家安藤忠雄

氏が設計した博物館内の展示を観賞しました。初め

て訪れた方々は、展示内容の濃さに驚いていまし

た。また、横倉山は、植生の豊かさから牧野富太郎

博士も愛した山。その博士が好きだったセンダイヤ

ザクラを、１０周年にちなみ、１０本記念植樹を行いま

した。 

午後は、横倉山散策を行いました。植生や歴史に

詳しい横倉山協議会等のみなさんの案内で、横倉

宮までの山道を楽しみました。 
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ヨガスクール「トサヨガ」では、２００６年から毎

年みどりの日にチャリティスクールを開き、その

収益を｢緑の募金｣へ寄付いただいています。 

この春で４回目の寄付となり、今回は植樹を

しませんかと提案すると、ぜひ植えたい！と大

乗り気。そこで、５月３１日（土）、成長を今後も

見られるように、ヨガスクール会場「市営体育

館」の近くの高知市筆山公園に、オンツツジ３０

本を８名で植裁しました。 

▲博物館の脇には、参加者を代表して子ども達がセンダイヤザクラを
植えました 

インストラクターのス
タイミーさんはアメリ
カ(右)、ブレットさんは
オーストラリア出身
(左)。お二人は高知
の海･山が好き！高
知の自然に何かした
いという気持ちから
チャリティを始めたそ
うです。 

地域を花木

で元気に！３

～４月に桜の

苗木の支援を

行いました。 

共通するの

は、人の集う

地域づくりの

思いとみなさ

んの笑顔。ど

ちらの場所で

も丁寧に植え

てくれました。

花が咲くのが

楽しみです。 

▲高知市行川地区（城ヶ森へ桜２０本） 

▲梼原町井の谷地区の桜の里づくり 

▲高知市長浜の丸池防災会（桜１０本） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲平成１９年度事業で当会をとおして県内に植えられた苗木の本数 
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レジ袋を断ると、サニーマート、土佐山田ショッピングセンター、ナンコク

スーパーの協力店から、そのういた経費の一部が、緑の募金となります。 

この３月に５ヶ所の店舗で、「緑のキャラバン隊」を開催。普及パネル展

示、環境にやさしいヒマラヤ桜の計１５０本の配布、募金活用事業「木のお

もちゃ」の展示を行い、協力を呼びかけました。ふだんのちょっとした行動

が、「二酸化炭素の削減＋緑の増加」と２倍の力となって活かされます。 

ますます、問題が表面化している地球温暖化。まずは身近な行動を！

▲木のおもちゃは子ども達に大人気。 ▲緑を増やそう！ヒマラヤ桜の無料配布。 

▲安芸広域メルトセンターでの見学。  ▲内原野公園でマイ箸をつくりました。 

５月２３日(金)、３年生４０名が校外環境学習とし

て、ゴミの再処理施設の見学をしました。自分達

の暮らしから、環境にやさしい活動を考えてもら

おうと、マイ箸づくりや、レジ袋をことわることなど、

身近でできることや、森について学びました。 

車は今や日常生活になくては

ならないものですが、どうしても排

気ガス等で環境に負荷をかけて

しまいます。 

 

 

 

そこで、オートクラフト‘６０（高

知市春野町内ノ谷）では、ＣＯ２を

吸収する緑を増やす活動を始め

ようと、２００８年から車検１台につ

き５００円の募金を積み立て始

め、３月末で１３，０００円となり、緑

の募金に寄付いただきました。そ

こで、４月２２日（火）は地球環境

を考えるアースデイ。県立甫喜ヶ

峰森林公園でヤマザクラを３本植

樹しました。 

今後、この活動の輪を同業者

やいろんな職種も巻き込んで、広

げていきたいとのことです。 

▲ご夫婦で経営。社員４名で植樹しました。 



 

平成２０年２月１２日の運営協議会で審査いただいた「平成２０年度緑の募金公募事業」が次のとおり決定しました。 

●森林の整備（１０件） 
No.  事 業 名 団 体 名 実 施 場 所 

1 妙見山森林復元事業 共生森の会 安芸市穴内スス原「妙見山」 
2 ふれあい 21 世紀の森づくり事業(継続) 情報交流館ネットワーク 香美市物部町ヒカリ石国有林と別府山国有林、香北町西川 
3 千本松原次世代継承プロジェクト 千本松原の松を守り育てる住民の会 高知市千松公園 
4 おおなろ野外活動の森づくり(継続) おおなろ野外活動の森づくり実行委員会 高知市おおなろの森 
5 総合福祉施設ヘリオス裏山 歩道開設･環境整備事業 社会福祉法人ふるさと会 総合福祉施設ヘリオス裏山 
6 鏡桜の里づくり事業 高知県緑サポーター会 高知市鏡地区 
7 行川流域森林整備事業 白髪山・行川観光保勝会 本山町白髪山登山口付近森林および河畔林 
8 四万十流域間伐推進事業 四万十樵塾 四万十町旧大正町 
9 ふるさとの森づくり事業 高知葉山会 高岡郡津野町北山地区（風車足下） 
10 高森山(四万十市トンボ公園奥)整備事業 幡多緑と水の会 四万十市トンボ公園西高森山 

●緑化の推進（１５件） 
1 ｢高知子ども森林インストラクター養成講座｣ 高知子ども森林インストラクター養成講座運営委員会 香美市（おもに情報交流館） 
2 地球環境時代の森林の保全・再生 四万十･流域圏学会 高知県森林総合センター、物部川及び源流域の森林(上韮生川） 
3 緑豊かな地域づくりを通じて、山や緑の大切さへの認識を深めていこう！ 松本地区自治会 香美市物部町｢紫翠園｣、南国市金地 
4 自然にふれあうネイチャークラフト教室開催事業 ネイチャークラフト研究会 香美市甫喜ヶ峰森林公園 
5 夏休み親子森林体験教室(継続) 高知県林業改良普及協会 香美市甫喜ヶ峰森林公園 
6 朝倉中学校里山づくり 高知市立朝倉中学校PTA 高知市立朝倉中学校 
7 秦山の竹林と友達になろう会 秦山の竹林と友達になろう会 高知市中秦泉寺字秦山並びに周辺の竹林 
8 第７回 秦里山まつり 秦里山まつり実行委員会 高知市秦山 
9 市街地でも体験できる児童への緑化普及啓発事業 高知緑と水の会 高知市高知城公園 
10 吉野地域美化事業 吉野ふれあい花壇 本山町吉野 
11 バイオ資源で地球を救おう！(四国のてっぺんからMOTTAINAIを発信！) 土佐の森･救援隊 いの町本川長沢 
12 自然体験－木で遊ぶ 横倉山自然の森博物館友の会 越知町立桐見川小学校(休校中) 
13 平成２０年度四万十川環境問題を考える若武者育成プロジェクト WZF 若武者絶対増やす実行委員会 高岡郡四万十町市ノ又原生林、幡多郡大月町柏島 
14 森と水のふれあい教室 母なる大地四万十の郷 高岡郡(幡東、四万十中央、大正町、窪川町、須崎地区) 
15 つつじの植樹 土佐清水ライオンズクラブ 土佐清水市総合公園内 

●国際協力（１件）   
1 安徽省日中友好の森づくり事業 安徽省日中友好の森づくりネットワーク 中国安徽省 

●地区・支部公募事業一覧（３件） ※ 募集が２期に分かれており、5/15～6/30 の期間で第Ⅱ期の募集を受付中です 
1 ふるさと海岸植樹帯整備事業 ［第Ⅰ期］ （社）高知県森と緑の会 奈半利町支部 奈半利町内海岸 
2 香美市体験林業教室［第Ⅰ期］ （社）高知県森と緑の会 香美市支部 市内小中学校6 校、市有林、国有林、民有林 
3 汗見川河畔林整備事業［第Ⅰ期］ （社）高知県森と緑の会 本山町支部 本山町汗見川流域の河畔林 

 

香美市松本地区(下流)と庄谷合(上流)の交流 （緑の募金公募事業｢緑化の推進｣） 

このように県内各地の団体のさまざまな活動に緑の募金は活用されています。各行事への参加や募金へのご協力をよろしくお願いします。 

香美市土佐山田町松本地区では、遍路道の「御

大師堂」を再建し、その場所を拠点とした地域づくり

に取り組んでいます。緑の募金公募事業を活用し、

同じ香美市物部町庄谷相との交流行事を実施。 

４月２９日（火･祝）に、松本地区の子ども達を含む

２７名が、庄谷相「紫翠園」を訪れ、山のことを学んだ

後、松本地区につくる木製花壇の材料となる間伐材
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のヒノキの皮はぎに、大人も子どもも挑戦しました。 

そして、５月１８日(日)、前回皮はぎをした丸太等

で、花壇を実際に作製。今回は上流の庄谷相から松

本地区へ、１０人が丸太と植えるアジサイを持って手

伝いにきて、総勢６０名でいっしょに作業を行いまし

た。森と街部の交流、間伐材の活用をしながら、緑や

植物を育てる心が広がる取り組みとなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

贈呈式には、６団体のご出席をいただき、募金顕彰要綱

により３部門の賞をそれぞれ贈呈いたしました。 

(社)国土緑化推進機構理事長及び（社）高知県森と緑の

会感謝状は川合理事長が、高知県知事賞は、臼井県森林

部長が贈呈しました。 

代表謝辞は、この度新た

に社長になられた(株)土佐

山田ショッピングセンター代

表取締役社長石川靖様か

らいただきました。 

また、（株）サニーマート

様から、２，１６３，８３９円の

｢緑の募金｣の｢寄附目録｣

を今年度もいただきました。 

 

平成 19年度緑の募金感謝状贈呈者 
多額のご寄付誠にありがとうございました 

国土緑化推進機構理事長 感謝状 

株式会社サニーマート (団体) 

高知県知事 感謝状 

株式会社土佐山田ショッピングセンター (団体) 

ダイドー･タケナカビバレッジ株式会社 (団体) 

ダイドードリンコ株式会社 (団体)  

高知県森と緑の会理事長 感謝状 

株式会社エヌ・シー・ビー (団体) 

四国キヤンティーン株式会社 (団体) 
株式会社ナンコクスーパー (団体) 

土佐清水市森林組合 (団体) 

物部森林組合 (団体) 
株式会社西森建設 (団体) 

社団法人高知県建設業協会幡多支部 (団体) 

株式会社スリーエフ中四国 (団体・店頭) 
株式会社サニーマート (団体・店頭) 

株式会社四国銀行 (団体・店頭) 

株式会社ウィル (団体・店頭) 

※ (社)高知県森と緑の会緑の募金顕彰要綱による 

※ ｢店頭｣とは、団体と当該団体の店舗で個人からい
ただいた寄附金です。 

▲今年も国土緑化推進機構理事長
賞を贈呈した(株)サニーマート様 

５月２９日（木）、三翠園にて平成２０年度通常総会を開催しました。川合理事長の挨拶に続き、来賓の四国森林

管理局中山局長と高知県森林部臼井部長に祝辞をいただき、｢緑の募金感謝状｣贈呈式を行いました。 
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総会では、「一般会計」と「緑の募金特別会計」

について、平成１９年度事業及び収支決算を報告

しました。緑の募金事業では、募金の実績が対前

年比微減（９８．４％）となり依然厳しい状況であ

り、２０年度の事業計画に募金活動のさらなる強

化を図るため、昨年に引き続き、「知ってもらうこ

と」「集めること」「使うこと」の三位一体の取り組み

を積極的に進めていきます。 

 氏 名  所 属 団 体 
理事 川合 通子 再 ＮＰＯ法人我が家を見直す会代表理事 
理事 熊瀬 幸助 再 社団法人高知県山林協会理事 ※ 
理事 武市 瑞穂 再 社団法人高知県木材協会専務理事 ※ 
理事 小松 雄三 再 元高知県立森林技術センター次長 
理事 島内 馨輔 再 社団法人高知林業土木協会専務理事 ※ 
理事 野村 章夫 再 株式会社エヌ・シー・ビー執行役員事業部長 ※ 
理事 戸田 文友 新 津野町森林組合代表理事組合長 ※ 
理事 恒石 好信 新 高知県町村会常務理事 ※ 
理事 山中 國保 再 社団法人高知県子ども会連合会会長 
理事 手島 寿幸 再 情報交流館ネットワーク副代表 
理事 西澤 窈子 再 高知桜ライオンズクラブ会員、元会長 
理事 上田 堯世 新 高知県建築設計監理協会、土佐派の家委員会会員､元委員長 
理事 土居 正治 新 みさと森林お助けクラブ代表 
理事 土居  稔 再 高知県森林部森林政策課長 ※ 
監事 廣光 良昭 再 税理士 
監事 森沢 満男 再 高知県森林組合連合会専務理事 ※ 

※は正会員 

任期満了にともない、平成２０年

度の通常総会で右表の新しい役員

が承認されました。６月１０日の理事

会で新体制が決まります。 

よろしくお願いいたします。 



 

平成２０年６月６日 

公  告 
社団法人高知県森と緑の会 
理 事 長    川合 通子 

平成２０年度緑の募金計画について 

 平成２０年度の緑の募金について、下記のとおり、緑の募金
の目標額及び緑の募金による寄附金の使途別予定額につい
ての計画を定めたので、「緑の募金による森林整備等の推進に
関する法律」第１９条の規定により公告します。 

記 

１ 緑の募金目標額 
      金 １７，０００，０００円 
 
２ 緑の募金による寄附金の使途別予定額       （単位：円） 

科   目 金   額 備   考 

１ 森林の整備 1,728,000  

２ 緑化の推進 2,606,000  

３ 国際協力 0  

４ 直営事業推進費 2,400,000  

５ 緑の少年団育成推進事業 900,000  

６ 地区･支部実施事業推進費 1,300,000  

７ 募金活動費 5,357,000  

８ 人件費 2,510,000 非常勤1名、アルバイト 

９ 管理費 100,000  

10 負担金(国土緑化推進機構) 1,000,000  

11 その他(事業変動準備金) 0  

12 その他(次期繰越金) 3,072,000  

合   計 20,973,000  

（注） 前年度からの繰越金 3,963,000 円を含む。 

緑の募金へのご協力ありがとうございます。事業年度の終了につき、緑の募金の結果を公告いたします。 

同じく、平成２０年度緑の募金計画についても次のとおりですので、あわせて公告いたします。 
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平成２０年６月６日 
公  告 

社団法人高知県森と緑の会 
理 事 長    川合 通子 

平成１９年度緑の募金の結果について 

 平成１９年度の緑の募金について、下記のとおり寄附金の総額、使途
等について「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」第２１条
の規定により公告します。 

記 

１ 緑の募金による寄附金の総額 
         １４，１２４，７５２円（平成１９年実績） 

 （募金方法別 内訳）                        （単位：円） 
家 庭 街 頭 職 場 企 業 学 校 その他 

5,822,363 355,490 1,510,448 5,216,457 13,150 1,206,844 
 
２ 緑の募金による寄附金の使途                （単位：円） 
事 業 区 分 県区域内 県区域外 合 計 備 考 

１ 森林の整備 2,142,000 0 2,142,000  
２ 緑化の推進 1,982,000 0 1,982,000  
３ 国際協力 750,000 0 750,000  
４ 直営事業推進費 3,237,681 0 3,237,681  
５ 緑の少年団育成推進事業費 300,000 0 300,000  
６ 地区･支部実施事業推進費 1,217,000 0 1,217,000  
７ 負担金 923,000 0 923,000  
８ 募金活動費 3,480,492 0 3,480,492  
９ 人件費 2,309,440 0 2,309,440 非常勤職員 
10 管理費 49,870 0 49,870  
11 事業変動準備金 0 0 0  
合   計 16,391,483 0 16,391,483  

（注１） 前年度繰越金 5,194,375 円を含み、翌年度繰越金 3,963,771 
円を除く 

３ 森林整備等のために交付した寄附金の交付先等 
（法第６条第２号の交付金）                   （単位：円） 

交  付  先 交付金額 備考 
情報交流館ネットワーク 
千本松原の松を守り育てる住民の会 
おおなろ野外活動の森づくり実行委員会 
汗見川の自然を守る会 
大川村ふるさとむら公社 
嶺北緑と水の会 
アセビ会 
焼畑による山おこしの会 
横倉山自然の森博物館友の会 
四万十樵塾 
幡多緑と水の会 
高知葉山会 
むろと2000 本桜の会 
高知子ども森林インストラクター養成講座運営委員会 
舟入川ウォーキング実行委員会 
ネイチャークラフト研究会 
楠目小子どもエコクラブ 
高知県林業改良普及協会 
高知県緑の環境会議 
高知市立朝倉中学校 PTA 
高知木の家ネットワーク 
秦山の竹林と友達になろう会 
秦里山まつり実行委員会 
県民の森工石山を楽しみながら良くする会 
母なる大地四万十の郷 
三原つつじを育てる会 
安徽省日中友好の森づくりネットワーク 

330,000 
115,000 
79,000 
330,000 
138,000 
93,000 
138,000 
14,000 
300,000 
160,000 
25,000 
420,000 
200,000 
287,000 
112,000 
99,000 
100,000 
75,000 
90,000 
180,000 
84,000 
75,000 
120,000 
60,000 
250,000 
250,000 
750,000 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２件 

合  計 4,874,000  
（注２） 詳細については、高知県森と緑の会事務所で閲覧することが出来る 

【支出】平成１９年度緑の募金特別会計事業支出内訳 

    １６，３９１，４８３円  ＊中央公募事業を含む 
 
 
 
（平成１９年４月１日～ 

平成２０年３月３１日） 

【収入】平成１９年緑の募金種別内訳 

      募金総額 １４，１２４，７５２円 
 
 
 

 
 
（平成１９年１月１日～ 

平成１９年１２月３１日） 
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●正会員［82団体］ 
高知県 
３４市町村 
２７森林組合 
高知県森林組合連合会 
室戸地区建設協会 
安芸建設協会 

南国建設業協会 
高陵地区建設協会 
（株）四国銀行 
（株）高知銀行 
（株）高知新聞社 
高知県農業協同組合中央会 

（社）高知県建設業協会 
（社）高知県木材協会 
（社）高知県山林協会 
（社）高知林業土木協会 
農林中央金庫高知支店 
四国電力株式会社高知支店 

高知県種苗緑化協同組合 
物部川漁業協同組合 
株式会社エヌ・シー・ビー 
住友共同電力株式会社 
有限会社香北観光 

敬称略･順不同 

※平成２０年４月１日現在 敬称略･順不同 

●賛助会員［62団体･13個人］ 
安芸猟友会 
中芸猟友会 
芸東猟友会 
安芸流域林産業協同組合 
香美猟友会 
高知県素材生産業（協）連合会 
高知県木材産業（協）連合会 
（協）高知県木材市場連盟 
大豊町猟友会 
嶺北猟友会 
株式会社とされいほく 
嶺北地区建設業協会 
嶺北木材協同組合 
嶺北林材協同組合 
（協）土長製材センター 

嶺北林業近代化協同組合 
土佐産商株式会社 
協同組合木星会 
仁淀流域素材生産業協同組合 
伊野管内建設業協会 
高吾北建設業協会 
いの猟友会 
佐川連合猟友会 
佐川中央猟友会 
仁淀川漁業協同組合 
（協）須崎木材工業団地 
高幡地区建設協会 
（協）西部木材センター 
中村地区建設協会 
宿毛地区建設協会 

土佐清水地区猟友会 
高知県林業改良普及協会 
（社）高知県特用林産協会 
西本興業株式会社 
有限会社芸東建設 
株式会社徳増工業 
有限会社吉本建設 
有限会社川越建設 
有限会社吉良川建設 
有限会社エスエス 
有限会社野島正文堂 
丸和林業株式会社 
有限会社高知事務機 
有限会社高知工房 
大成式典社 

 (社)高知県森林整備公社 
馬路村農業協同組合 
有限会社岸田サービス 
四国マリン事業協会高知県支部 
有限会社太平洋マリン  
ヨシノマリーナ  
フクモリモータース  
有限会社黒潮マリン 
川村モータース  
マリンサービスハトリ 
有限会社マリン企画  
はりまやハーバークラブ 
株式会社一柳商店  
有限会社福井フラワーガーデン 
ホテル日航高知旭ロイヤル 

医療法人恕泉会内田脳神経外科 
（社）高知県森林土木協会 
竹内 寛興 
大原 儀郎 
川田 勲 
津野 健太朗 
村上 幸二 
鍋島 浩  
宮地 辰彦 
篠 和夫  
村岡 盛志 
千葉 健 
臼井 裕昭 
土居 稔 
坂本 彰 

｢三嶺の森をまもるみんなの会｣では、深刻なシカの食害

が表面化している三嶺で、高知中部森林管理署と協力

し、３･４･５月に計３回、ネット張り作業等を行いました。 

（当会も構成団体として加わり、バス代等、活動費の一

部を支援しました。） 

６月２９日（日）１３：３０から、四国森林管理局で、三嶺・

剣山地区シカ被害状況の公開報告会が行われます。 

私たちの源流の森の問題です。ぜひ、ご来場ください！ 

賛助会員年会費：１口１，０００円からですが、団体は１０口から、個人は３口を標準としてお願いしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池 

４月１２日（土）から１４日（月）に、第３６回「高知市みどりの週間」

行事が中央公園で開催されました。緑の募金パネル展示や募金

活動のほか、体験コーナーとして、「土佐竹とんぼ」の会による竹と

んぼや森の万華鏡、当会では竹のマイ箸づくり、樹木医さんの相

談コーナーを設置。２日目、街頭募金活動。当会理事長、中山四 

国森林管理局長と臼井高知県森

林部長のご挨拶の後、中央公園

付近の３ヶ所で実施、５９，０４４円

が集まりました。体験コーナーや

出店者の募金も含め、３日間合計

は８９，７８８円でした。ありがとうご

ざいました。 
【協力団体】四国森林管理局

④、県森林部④、緑の協力員⑤、

県子ども会連合会(安芸市子ども

会)⑩、NCB③、緑の募金公募事

業団体（横倉山自然の森博物館

友の会(越知町)①、松本地区(香

美市)①、社会福祉法人ふるさと

会①、高知緑と水の会②、ネイチ

ャークラフト研究会①、高知子ど

も森林インストラクター養成講

座運営委員会①、安徽省日中友

好の森づくりネットワーク①） 

 ※○囲み文字は協力人数 

既に活動しているボランティアを対象

に、地域で活躍できるリーダーを育成する

ための講習を２ヶ所で行いました。 

３月８日(土)、県立幡多青少年の家と共

催で、幡多地域で初めて草笛や木の実ク

ラフトやカブ 

トムシの養 

殖場作り方 

の講座を行 

いました。 

また、４月 

に２日かけて 

間伐材の有 

効活用と地 

域活性化を 

目的として、 

ツリーハウ 

ス講座を行 

い、完成す 

ることがで 

きました。 
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■ ＮＣＢ緑の募金カード 
このカードを使ってお買い物するだけで
緑の募金。入会時に、便利なマイバッグを
プレゼント。入会金・年会費無料。 

■ ごくりと一息！森づくり！ 
～「緑の募金」自動販売機 ～ 
同じ飲むなら｢緑の募金｣自動販売機。対
象販売機には、緑の募金の標示がされてい
ます。協力企業は下記の３社です。 
・ダイドードリンコ 
・四国キヤンティーン(コカ･コーラ系列)  
・岸田サービス（サントリー･アサヒ･ポッカ･大塚製薬･ネッスル） 

■ ハーティカードで森づくり！ 
サニーマート全店舗に設置されているハ
ーティポイント交換機で、いろんなアイテ
ムの中から「緑の募金」ボタンをチョイス。 
たまったポイントで気軽に寄付できます。 

▲上：今回も好評！竹とんぼ 下：くろしおくんと募金活動 

 

 高知県から間接補助事業 
として、今年度も｢こうち 

山の日の企画｣公募事業 

は、募集･審査･広報（当 
会のＨＰをチェックしてね） 

等を、当会が行います。 

・緑の募金に関するお問い合わせ 
・緑の募金事業に関するお問い合わせ 

社団法人 高知県森と緑の会 
〒782-0078 
高知県香美市土佐山田町大平 80 
高知県森林総合センター内 
TEL：0887-52-0072 FAX：0887-52-4177 
E-mail info@moritomidori.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/ 

仁井田のヒロハチシャノキ（高岡郡四万十町魚ノ川(旧窪川町)） 

昭和１８年８月２４日、国の天

然記念物に指定。 

九州太宰府のチシャノキとと

もに、日本のチシャノキの巨樹

である。 

幹には大きな空洞があり、そ

の洞内に、小祠があり、乳を授

けるという説明書きもある。 

周囲４．８ｍ、樹高１６ｍ、樹

齢約７００年。ムラサキ科。 

巨樹･古木⑤ 

５月、みずみずしい若葉が茂っている 

森と緑の会の前身、高知県緑化推進委員会の時に県内各
地の巨樹に看板が立てられました。10年以上経った今、
再びそれらの木に会いに行って特集しています。 


